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研究成果の概要（和文）：ルソーが孤独とその実践に見出した人間形成的意義を、「霊的な訓練exercice 
spirituel」の中の「孤独の訓練」を分析枠組みとして、さらに、ペトラルカの孤独論を参照枠組みとして検討
した。その結果、ルソーは、「孤独の訓練」を含む自己教育を通して自らの思想・哲学を構築したのであり、こ
のような自己教育こそがルソーの教育思想の肝要であるという可能性を明らかにした。さらに、このことは従来
の教育学研究ではサブテクストとして扱われてきたルソーの自伝的著作群を教育学のテクストとして再読するこ
とで明らかにできる可能性を提示した。

研究成果の概要（英文）：In this study, I examined educational significance of solitude in the case 
of Rousseau as compared with Petrarch's humanism philosophy, from the perspective of ≪exercise of 
solitude≫ as one of ≪spiritual exercises≫. As a result, I found that 1) Rousseau constructed his 
thought and philosophy through self-education, an important part of which was ≪exercise of solitude
≫, and 2) self-education as such would be crucial element of his thought on education. I further 
concluded that this point would become clear by reexamining Rousseau's autobiographic works as 
main-text ― not as sub-text as in preceding studies ― of education and pedagogy.

研究分野： 社会科学
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１．研究開始当初の背景 
「孤独 solitude」は人間形成においていかな

る意味・意義を持ち得るのか。昨今、「孤立
isolation」や「寂しさ loneliness」と区別しな
がら「孤独 solitude」を再評価する、あるいは
「自己内対話」の人間形成的意味を再考しよ
うとする動きはあるものの、「つながり」や
「絆」を前にした途端それらは第二義的なも
のとされてしまう。しかし元来、「人とつな
がること」と「孤独」とは不可分であると考
えられてきた。例えば、古代ローマのストア
派のセネカは『心の平静について』で次のよ
うに述べている。「一人きりでいることと、
群衆の中に入っていくこと、この二つが交互
に繰り返されなければならない。前者はわれ
われに人恋しさを、後者はわれわれにわれわ
れ自身への恋しさを惹起し、両者は互いを癒
す薬となるであろう」（『セネカ哲学全集１』
大西英文ほか訳、岩波書店、2005 年）。 
 セネカから深く影響を受けた思想家に J.-J.
ルソーがいる。そして、ルソーの教育理論の
中に、まさにセネカの上のような構図を見出
すことができる。ルソーが彼の教育論の中で
孤独にどのような人間形成的意義を認めた
のかを明らかにすることで、孤独の教育的意
義を再評価し、さらにそこから人間と人間と
のつながりそのものも再評価できるのでは
ないかと考えた。同時に、この点を解明する
ことで、ルソーの教育思想・教育哲学を再読
する新たな観点も得られるのではないかと
考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 上記のような問題意識のもと、下記のとお
り研究の目的を設定した。 
 「社交性 sociabilité」に第一義的な価値が付
与された 18 世紀フランスにあって、ルソー
は、先述のとおり、孤独に人間形成的・教育
的な意義を見出し、さらには、「孤独の実践」
「孤独の訓練」を通して自己自身を形成した
思想家でもあった。本研究は、ルソーが孤独
とその実践に見出した人間形成的・教育的意
義の内実を明らかにすることを目的として
設定した。そのための分析枠組みとして、本
研究代表者がこれまでルソー教育思想の分
析枠組みとして用いてきた、フランスの思想
史研究者 P.アドらが提起する「霊的な訓練
exercice spirituel」を採用し、その中でもとり
わけ「瞑想」や「自己内対話」といった「孤
独の実践」「孤独の訓練」を用いることにし
た。さらに、ルソーに大きな影響を与え、思
想史上も重要な孤独の理論家・実践家である
ペトラルカの孤独論を本研究の参照枠組み
とした。そうしてルソーにおける孤独の意義
を思想史的にも明らかにすることを目指し
た。 
このような作業を通して、近代においても

実は継承されている孤独の人間形成的・教育
的意義やその実践を掘り起し、ひいては、人

間と人間とがつながることの今日的意味を、
孤独との関係において再考することとした。 
 
 
３．研究の方法 
 以下の 5 つの方法・作業を中心に本研究を
遂行した。 
（１）分析枠組みの精緻化―「霊的な訓練」
の中の「孤独の実践」「孤独の訓練」に関わ
る文献の解読・分析。 
 本研究の分析枠組みである「霊的な訓練」
ならびに「孤独の訓練」「孤独の実践」に関
わる P.アドや J.ドマンスキーらの文献の解
読・分析を進め、分析枠組みの一層の精緻化
を試みた。 
 
（２）参照枠組みの精緻化―ペトラルカの孤
独論、特に『孤独生活論』および『宗教的閑
暇』とこれらの先行研究の解読・分析。 
 
（３）ルネサンス人文主義哲学に関わる文献
の解読・分析。 
 
（４）18 世紀ヨーロッパにおける「孤独」を
めぐる議論の整理・分析。 
 
（５）ルソーの著作『エミールとソフィ』、『告
白』、『孤独な散歩者の夢想』とこれらの先行
研究ならびにルソーにおける孤独の意義に
関する先行研究の再読・精読・分析。 
 上記（１）～（４）で得られた成果をもと
に、ルソーにおける孤独の人間形成的・教育
的意義や意味の解明を試みた。 
 
 
４．研究成果 
（１）本研究の分析枠組みである「霊的な訓
練」ならびに「孤独の訓練」「孤独の実践」
に関わる P.アドや J.ドマンスキーらの文献（P. 
Hadot, La citadelle intérieure: Introduction aux 
Pensées de Marc Aurèle, Fayard, 1992; P. Hadot, 
Qu’est-ce que la philosophie antique?, Gallimard, 
1995; P. Hadot, Exercices spirituels et 
philosophie antique, édition augmentée, Albin 
Michel, 2002; J. Domański, La philosophie, 
théorie ou manière de vivre?: les controversies 
de l’Antiquité à la Renaissance, Édition 
Universitaires Fribourg Suisse, 1996.など）の解
読を通して、分析枠組みを精緻化する作業を
実施した。その結果、ルソーにおける孤独の
人間形成的・教育的意義を分析する観点や方
法等について一層明確にすることができた。
アドやドマンスキーによると、孤独の訓練や
実践において自己を考察し、その考察を言語
化することは「自己教育・自己形成の鍛錬」
そのものであり、ルソーにおける孤独の教育
的意義は、まさにこのようなものとして解釈
し得るということが明らかになった。 
  
 



（２）本研究の参照枠組みであるペトラルカ
の孤独論やそれに関する先行研究を解読・整
理し分析した結果、ペトラルカに加えて、ア
ウグスティヌスや、とりわけマルクス・アウ
レリウスもまた、ルソーにおける孤独の人間
形成的・教育的意義を思想史的に明らかにす
るための有効な参照枠組みであることがわ
かった。 
 
（３）アドは、「自己教育・自己形成の鍛錬」
による「内なる砦の構築」の遂行として、マ
ルクス・アウレリウスの『自省録』やその執
筆の意味を分析している（ P. Hadot, La 
citadelle intérieure: Introduction aux Pensées de 
Marc Aurèle, op.cit.; cf. 荻野弘之『マルクス・
アウレリウス『自省録』―精神の城塞』、岩
波書店、2009 年）。先述のとおり、このよう
なアドの研究から、ルソーにおける孤独の人
間形成的・教育的意義を思想史的に検討する
ためのさらなる参照枠組みが判明したわけ
だが、それに加えて、本研究で考察・分析対
象としたルソーの自伝的著作群は、まさに彼
の「自己教育・自己形成の鍛錬」の書として、
ひいては教育学の「メインテクスト」として、
再読し得る可能性も明らかになった。 
 
（４）本研究で考察・分析した『告白』『孤
独な散歩者の夢想』、さらに『ルソー、ジャ
ン=ジャックを裁く』といったルソーの自伝
的著作群は、これまで主に文学の領域で研究
が担われ、近代的自己を描くルソーの「エク
リチュール」等が俎上に載せられ、ルソーが
いかに自伝文学の創始者であり完成者であ
ったかが論じられてきた（cf. P.ルジュンヌ
『自伝契約』、花輪光監訳、水声社、1993 年）。
しかし近年は、ルソーの自伝的著作群は、文
学的作品であると同時に哲学的著作として
も捉えられており、それらにおける文学的要
素と哲学的要素の不可分性への自覚のもと、
新たな研究の局面が展開されている（cf. B.
ベルナルディ『ジャン=ジャック・ルソーの
政治哲学』、三浦信孝編、勁草書房、2014 年；
越森彦「自伝の戦略―『ボーモンへの手紙』
におけるエートス―」、永見文雄他『ルソー
と近代―ルソーの回帰・ルソーへの回帰』、
風行社、2014 年）。 
このような研究の流れを継承しつつ、自己

考察とその言語化の実践を「自己教育・自己
形成の鍛錬」と捉えるアドの観点を採用し、
ルソーの自伝的著作群を彼の教育思想・教育
哲学のメインテクスト（従来の教育学研究に
おいては、これらの著作群は「サブテクスト」
として扱われてきた）として再読することで
ルソーにおける孤独の人間形成的・教育的意
義を明らかにし得るということが指摘でき
た。さらに、このような解明から、ルソーの
教育思想・教育思想の内実を捉えるための新
たな方向性が提示できる可能性が見えてき
た。 
 

（５）上記（１）の、本研究の分析枠組みを
精緻化する作業の一環として、アドの『古代
哲学とは何か』（Qu’est-ce que la philosophie 
antique?, op.cit.）の全編を邦訳し、概ね訳し
終えた。同書において、アドは、詳細な分析
は行っていないものの、ルソーを「霊的な訓
練」の重要な思想家の一人に挙げている。こ
のアドの指摘によって、ルソーの教育思想・
教育哲学を「霊的な訓練」から再読するとい
う、本研究の基本的方向の妥当性を改めて確
認することができた。 
 
（６）人間と人間とがつながることの今日的
意味を、孤独との関係において再考すること
については十分に深めることができなかっ
た。引き続き考察を進めることとした。 
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